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担当者

連絡先 （課直通）048-524-1114、（代表電話）048-524-1111（内線368）

【目的】
熊谷スマートシティの取組を広く認知していただくとともに、暑さの中でも快適に過ごすための産
業を創造することを目的として、「気象観測機器の開発及び気象データの分析」を行い、快適なま
ちづくりのための技術・ノウハウを蓄積します。

【内容】
立正大学との共同研究を、市民・産業関係者と連携して行います。熊谷市のまちなか再生の方向性
や、令和５年度に実施した気象シミュレーション結果等を共有した上で、植生の有無などの諸条件
から、より詳細な観測を行う場所を設定し、自ら製作した気象観測機器での観測を行います。結果
は、大学で分析し、観測から分析までのノウハウのビジネス化等を考察します。５月２５日（土）
に説明会を実施し、以降開催するワークショップの申込み受付を開始します。
ワークショップ日程：6/15（土）、6/29（土）、7/27（土）、8/31（土）計4回
中間報告会：9/28（土）、最終報告会：3/22日（土）

【経緯・経過】
本年の夏に向けて準備中の、「暑さ対策スマートパッケージ」の取組みとも連動し、情報発信に取
り組みます。

【効果】
参加者がスマートシティの可能性を感じ、市への提案や自主的な取組みにつながることを期待する
とともに、その様子を発信し、スマートシティによって「暑さ対策」が全く新しい局面を迎えたこ
とを分かりやすく全国に伝えます。

特徴やPRポイント
・「やさしい未来発見」を掲げる熊谷スマートシティにおいて、アイデアや発想を重視しつつ、
データを活用した実用的な仕組みを生み出す力を育てる取組みの一環です。今後、市民共創を進め
るための「コミュニティラボ」の場の提供なども予定し、昨年度に続き実施予定の「シーンスケッ
チコンテスト」との相乗効果の発揮も期待しています。
・気象に特徴があり、その対策の歴史があり、地元の大学に気象の専門家を擁する熊谷市として、
スマートシティと連動した環境対策の新しい局面を切り拓きたいと考えます。
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